
高
見
山
が
引
退

♪

風
の
中
の
す
〜
ば
る
〜

そ
の
時
、
私
の
頭
の
中
を
あ
の
中

島
み
ゆ
き
の
勇
ま
し
い
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
、
阿
蘇
の
山
奥
の
五
十
床
足

ら
ず
の
小
さ
な
病
院
の
内
科
医
で
あ

る
私
は
今
、
何
と
大
学
病
院
の
手
術

室
で
、
四
)
の
大
き
な
食
道
が
ん
を

内
視
鏡
で
は
が
す
治
療
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
"

内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
は
く
離
術
）を
、

衆
人
環
視
の
も
と
や
っ
て
い
る
の
で

し
た
。う

れ
し
い
電
話

話
は
一
本
の
電
話
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
「
○
○
大
学
医
学
部
付
属
病

院
の
×
×
で
す
が
、
先
生
に
食
道
が

ん
を
取
っ
て
頂
き
た
い
患
者
さ
ん
が

い
る
の
で
す
」

私
は
唐
突
の
電
話
に
非
常
に
驚
き

ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
一
介
の

町
立
病
院
医
師
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の

大
学
医
学
部
と
は
何
の
関
係
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
勇
気
あ
る
先
生
は
私
が
学
会
で

発
表
し
て
い
る
の
を
聞
き
、
招
請
し

て
く
れ
た
の
で
し
た
。

食
道
周
辺
に
は
心
臓
や
肺
な
ど
の

臓
器
が
あ
る
た
め
、
食
道
表
在
が
ん

（
表
面
に
留
ま
る
早
期
が
ん
）の
内
視

鏡
治
療
は
、
非
常
に
危
険
性
と
難
易

度
が
高
く
、
ま
だ
ま
だ
九
州
で
は
手

を
出
し
て
い
る
先
生
が
少
な
い
の
が

現
状
な
の
で
す
。

赤
の
他
人
の
私
が
、
地
元
の
大
学

病
院
で
内
視
鏡
を
握
っ
て
難
し
い
患

者
さ
ん
の
治
療
を
す
る
な
ど
誰
が
想

像
し
た
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
非
常
に
光
栄
な
こ
と
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
請
け
負
っ
た

以
上
は
安
全
に
治
療
す
る
の
み
で

す
。
中
島
み
ゆ
き
の
歌
を
心
の
中
で

歌
い
な
が
ら
約
二
時
間
、
多
く
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
尻
目
に
私
は
目
の
前
の

画
面
に
の
み
集
中
し
、
何
と
か
安
全

に
腫
瘍
（
し
ゅ
よ
う
）
を
取
り
き
れ

た
の
で
し
た
。

レ
ベ
ル
高
い
母
校

私
た
ち
自
治
医
大
卒
業
の
医
師

は
、
栃
木
の
母
校
で
学
ん
だ
あ
と
、

ほ
ぼ
全
員
、
地
元
の
病
院
で
研
修
を

受
け
て
へ
き
地
医
療
の
現
場
に
赴
任

し
ま
す
。

私
の
場
合
、
卒
後
四
年
間
は
の
ん

び
り
と
田
舎
で
診
療
し
て
い
ま
し
た

が
、
五
年
目
の
後
期
研
修
の
際
に
、

内
視
鏡（
胃
カ
メ
ラ
・
大
腸
カ
メ
ラ
）

の
再
勉
強
の
つ
も
り
で
母
校
の
消
化

器
内
科
（
菅
野
健
太
郎
教
授
）
の
門

を
た
た
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
、
学
生
時
代
に

は
気
付
か
な
か
っ
た
最
新
医
療
の
数

々
。
医
師
に
な
っ
て
戻
る
と
、
母
校

が
全
国
的
に
も
極
め
て
高
い
レ
ベ
ル

の
医
療
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
Ｅ

Ｓ
Ｄ
な
る
も
の
を
山
本
博
徳
助
教
授

に
伝
授
い
た
だ
き
、
今
に
至
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。

私
が
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
ど
こ
の

町
立
病
院
に
も
胃
カ
メ
ラ
と
安
価
な

高
周
波
装
置
が
あ
り
、
大
抵
ど
の
病

院
で
も
こ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
手
技
が
出
来

た
こ
と
で
す
。

い
ず
れ
の
病
院
で
も
、
そ
こ
の
先

生
や
職
員
た
ち
は
こ
の
初
め
て
見
る

手
技
に
驚
き
、
好
意
的
に
受
け
入
れ

て
く
れ
、
ま
た
幸
い
に
も
安
全
に
出

来
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
阿
蘇
の

山
奥
で
こ
の
最
新
の
内
視
鏡
治
療

を
、
患
者
さ
ん
に
行
っ
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

（
次
回
予
定
は
福
岡
県
）

阿
蘇
の
山
奥
で
最
新
医
療

西村 誠 ２０期・１９９７年卒

山山都都町町立立蘇蘇陽陽病病院院内内科科
【私の勤務地】山都町は熊本県の東部で、阿蘇南

外輪山から九州山地の脊梁（せきりょう）を圏域と
し、宮崎県と接している。当院はその標高約５００*
にあり、開設して約６０周年になる。熊本と神話の里
・高千穂とを結ぶ交通の要所に位置し、多数の宮崎
県からの患者さんが見える。

通潤橋は１８５４（安政元）年に完成した国の重要文化財。国保蘇陽病院
がある山都町のシンボル。水を渡す水路橋で、人を渡す橋ではない

一
九
八
四
年
、外
国
人
初
の
関
取
で「
ジ

ェ
シ
ー
」
の
愛
称
で
も
親
し
ま
れ
た
高
見

山（
東
関
親
方
）が
引
退
。
晩
年
、
巨
体
を

持
て
あ
ま
し
紙
相
撲
の
よ
う
に
倒
れ
る
姿

に
さ
え
観
客
は
拍
手
を
送
っ
た
。
そ
れ
か

ら
二
十
年
あ
ま
り
、
今
場
所
の
外
国
出
身

力
士
は
十
二
カ
国
、
六
十
一
人
に
上
る
。

日
本
相
撲
協
会
は
、二
〇
〇
二
年
か
ら「
外

国
人
は
一
つ
の
相
撲
部
屋
に
一
人
」
と
決

め
た
。「
国
技
」と
し
て
は
、
土
俵
際
。（
志
）

熊本県

二
○
○
五
年
に
脳
卒
中
で
死

亡
し
た
人
は
十
三
万
二
千
人

で
、
が
ん
、
心
疾
患
に
次
い
で

死
亡
原
因
の
第
三
位
を
占
め

る
。
た
だ
し
、
○
二
年
の
厚
生

労
働
省
患
者
調
査
で
は
、
医
療

機
関
を
受
診
し
た
患
者
は
百
三

十
七
万
人
で
が
ん
よ
り
一
万
人

多
く
、
寝
た
き
り
の
原
因
は
脳

卒
中
が
最
も
多
い
。
高
齢
社
会

で
脳
卒
中
医
療
の
充
実
と
予
防

対
策
は
重
要
な
課
題
だ
。

!
予
防
#
か
条
"

日
本
脳
卒
中
協
会
の
山
口
武

典
理
事
長
（
国
立
循
環
器
病
セ

ン
タ
ー
名
誉
総
長
）
は
「
脳
卒

中
は
以
前
は
細
い
血
管
が
破
れ

る
脳
出
血
が
多
か
っ
た
が
、
最

近
は
欧
米
型
の
食
事
や
運
動
不

足
な
ど
の
生
活
習
慣
に
よ
っ
て

血
管
が
詰
ま
る
脳
梗
塞
（
こ
う

そ
く
）
が
増
え
て
い
る
」
と
指

摘
し
、
「
危
険
要
因
を
知
っ
て

予
防
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と

い
う
。

同
協
会
の
「
脳
卒
中
予
防
十

か
条
」
は
上
部
の
図
の
通
り
。

意
外
に
低
い
認
知
度

同
協
会
専
務
理
事
の
中
山
博

文
・
中
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
は

「
危
険
要
因
と
な
る
病
気
が
意

外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い

う
。同

協
会
と
製
薬
会
社
フ
ァ
イ

ザ
ー
は
今
年
三
月
、
四
十
歳
以

上
の
男
女
六
百
人
を
対
象
に
、

脳
卒
中
の
知
識
な
ど
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
調
査
し
た
。

脳
卒
中
に
な
り
や
す
い
と
思

う
病
気
に
つ
い
て
、
高
血
圧
な

ど
実
際
に
な
り
や
す
い
病
気
六

つ
と
、
ぜ
ん
そ
く
な
ど
無
関
係

な
も
の
六
つ
の
中
か
ら
複
数
回

答
で
選
ぶ
質
問
で
は
、
無
関
係

な
病
気
を
選
ん
だ
人
は
ほ
と
ん

ど
い
な
か
っ
た
。

実
際
に
な
り
や
す
い
六
疾
患

で
は
、
高
血
圧
(
％
、
高
脂
血

症
は
'
％
と
高
い
正
解
率
。
た

だ
し
糖
尿
病
は
&
％
、
一
過
性

脳
虚
血
発
作
%
％
、
不
整
脈
$

％
、
心
臓
病
#
％
と
い
ず
れ
も

半
数
以
下
で
、
こ
の
四
疾
患
は

認
知
度
が
低
か
っ
た
。

中
山
院
長
は
「
例
え
ば
不
整

脈
が
あ
る
と
、
心
臓
に
で
き
た

血
栓
が
脳
血
管
に
詰
ま
る
心
原

性
脳
梗
塞
に
な
り
や
す
い
。
こ

う
し
た
背
景
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
。

無
料
で
電
話
相
談

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
知
識
の
普
及
や
、
家
族
の

支
援
も
重
要
だ
。

医
療
関
係
者
と
患
者
・
家
族

ら
が
つ
く
る
同
協
会
は
、
毎
年

五
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
一
週
間
を
脳
卒
中
週
間

と
し
、
こ
の
前
後
に
市
民
公
開

講
座
な
ど
の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
全
国
の
支
部
が
交
代

で
、
毎
月
第
一
!
第
四
土
曜
日

と
第
二
日
曜
日
の
「
脳
卒
中
な

ん
で
も
電
話
相
談
」
や
、
二
十

四
時
間
フ
ァ
ク
ス
相
談
な
ど
も

実
施
し
て
い
る
。

公
開
講
座
や
電
話
相
談
の
日

程
、
担
当
支
部
の
電
話
番
号
な

ど
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
js
a

-w
e
b
.o
r
g

）
で
紹
介
し
て

い
る
。

危
険
要
因
に
正
し
い
知
識
を

死死死死死死死死死死死死
因因因因因因因因因因因因
第第第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３３３
位位位位位位位位位位位位
防防防防防防防防防防防防
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たたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいい
脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳
卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒
中中中中中中中中中中中中

がんより多い患者／寝たきり原因最多
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